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歴代皇統に加えられたのは大正15年10月 

即位の日が特定されず、式典史料もない長慶天皇 

― 衰退した吉野朝皇室の財政難を反映か ― 

 

● 生涯はほぼ不明で、不遇な天皇 ● 

 7月は、吉野朝（南朝）3代天皇、長慶天皇について学び

ました。しかし、以下に記載の通り、その実像は見えず、

極めて不遇な天皇と云うのが、その結論でした。 

① 即位の日が特定されていない。 

② 即位の式典に関する史料が残っていない。 

③ 結果、過去、即位説と非即位説が主張されてきた。 

④ 即位後の行在所も転々とし、明らかにされていない。 

⑤ 後亀山天皇への譲位の日も推定に留まる。 

⑥ 譲位後、上皇として院政を敷いたと考えられるが、そ

の実態は明らかではない。 

⑦ 譲位後、後亀山天皇の綸旨、そして長慶上皇の院宣が

残存しており、天皇兄弟の不和によって吉野朝の命令

系統が分裂していた反映か。 

⑧ 「耕雲千首」古写本の発見により、正式に、歴代皇統

に加えられたのは、大正15年10月21日になってから

の事である。背景に八代国治博士の研究があった。 

※耕雲千首／武田祐吉（国学者）によって発見された。 

この奥書に、「仙洞並当今」すなわち、天皇と上皇が

元中6年（1389）に併存していたことが明らかとなり、

八代の長慶上皇説を補強することとなった。 

⑨ 崩御の場所が明らかになっていない。丹生川の長慶御

陵は有力候補地の一つであったが、昭和19年2月11

日、京都嵯峨の慶寿院の跡地が、長慶天皇陵＝角倉陵

として決定された。 

● 伝存する長慶天皇唯一の筆跡 ● 

 長慶天皇に関する書籍や資料が少ない中で、村田正志が

日本歴史新書「南北朝論」の南朝衰微に関して記した長慶

天皇に関する件を見てみましょう。 

＊長慶天皇 1343～1394 

 1368（正平23）住吉行宮で即位したと推定されるが、確

かな史料は残っていない。この年12月に吉野に移る。 

1369（正平24）4月、金剛寺に移る。この頃、楠正儀、

北朝に降る。長慶天皇は主戦論で、楠正儀は和睦論。 

 1373（文中2）8月10日、正儀、細川氏清、赤松範資ら

と金剛寺を襲撃。この後、長慶天皇、吉野に移るも、いよ

いよ勢力を失って、山深く籠り、行在所もはっきりせず。 

1379（天授5）6月、長慶天皇、大和の栄山寺（五條市）

に行宮を置く。 

1381（弘和1）11月18日、金剛寺等に病気平癒の祈祷を

命じている。 

1382（弘和2）、征西将軍宮良成親王に勅書を送る。 

1383（弘和3）11月～1384（元中1）9月9日の間に、譲

位か。出家後の法号は覚理と名乗り、院政を敷いたと云わ

れる。しかし、後醍醐天皇は幕府を認めず、院政も行わず、

摂関政治も行わない。仮に、長慶天皇が院政を行ったとす

れば、大きな変化といえる。 

1385（元中2）9月10日、宸筆の願い文を高野山金剛峰

寺に納めている。この願い文は、伝存する長慶天皇の唯一

の筆跡とされる。 

この願い文の意は、今度の合戦に思いの通りの勝利をお

さめえたならば、特別に金剛峯寺に報謝を致したい、との

こと。八代博士は、これは必ず足利氏との合戦に相違ない

と解しているが、この当時南北両朝の間にさような戦争は

見当たらない。また一方には、これは南北の合戦を指すの

ではなく、長慶天皇と後亀山天皇との争いで、足利氏と和

かゑらじと かねて思ヘハ 梓弓 
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嘉喜門院   後村上天皇   顕子：親房の娘（側室） 

      次子      長子 

     煕成      寛成 

     ＝後亀山    ＝長慶 

      温厚      気骨稜稜 

平しようとする後亀山天皇方に対し、強硬な主戦を主張す

る長慶上皇方とが争い、上皇が祈願を籠められたものと解

する学説もある。が、何れも証拠があるわけではない。 

1926（大正15）10月21日、八代国治博士の研究成果に

より、98代天皇として皇統に加えられた。 

● 気骨稜稜犯すべからざる威厳 ● 

 私の手元に九度山町史編纂委員会「長慶天皇史抄-明治百

年記念」があります。関係する件をひろってみましょう。 

＜南北朝の起り＞ 

・1368正平23年、3月11日、後村上天皇が摂津住吉で崩

御され、河内観心寺に葬られたころになると、吉野朝は

ますます不振になり、内部に論議が沸騰し、動揺が始ま

る。すなわち、主戦派と講和派の対立である。 

・楠正儀派は、後村上天皇の第二皇子温厚な煕成（ひろな

り）親王、のちの後亀山天皇を擁して南北の和を唱え、

公家の人々もこれについた。 

・主戦派の人たちは、気骨稜稜犯すべからざる威厳を持つ

第一皇子寛成（ゆたなり）親王、のちの長慶天皇を立て、

議論が対立した。 

・ここにおいて、寛成親王は毅然として決するところがあ

り、その年十一月摂津住吉行宮で自ら即位を挙げ、弟、

煕成親王を皇太子に立てた。長慶天皇の哀史がいよいよ

始まる。 

＜長慶天皇＞ 

・丹生川に長慶御陵 ⇒ しかし、昭和15年10月、嵯峨

東陵が御陵と決まる。 

・晩年の隠棲地は、丹生玉川。 

 長塚山の東方川向の田んぼの中に”御下屋敷“と呼ばれ

る地がある＝玉川の宮。 

・長慶天皇と後亀山天皇は異母兄弟 

● 南朝天皇の兄弟げんか ● 

玉川神社「南朝の真実」平成27年 4月3日／崩御から

650年記念誌に記載される件を紹介します。 

＜大楠公楠正成の息子、南朝を裏切る＞ 

・ハト派の代表格、斯波高経の融和政策 

大内氏・山名氏等強大な勢力が幕府に帰参、南朝はます

ます劣勢に 

・雪解け／幕府方佐々木道誉と楠正儀の和平交渉 

後村上天皇の綸旨に「義詮の降参を許す」の文字に義詮

激怒し、決裂 

・楠正儀の幕府帰参 

長慶天皇は徹底した主戦論。管領頼之、正儀に勧誘の手。 

・正儀の歴史的評価 

太平記、少々優柔不断で決断力に欠けると酷評 

江戸期、南朝正統史観が優勢となり、正儀幕府帰参の史

実自体が疑われることも 

・正儀の正義感 

幕府に軍事的に勝利できる可能性は皆無の状態／撫民思

想によって、勝ち目のない軍を終わらせるべきと考えても

不思議ではない／主戦論に嫌気 

・南朝軍の一斉蜂起／橋本正督・和田武正の挙兵 

長慶天皇、河内に臨幸し南軍激励・細川頼之の講和提案

を一蹴 

・幕府軍のサボタージュ 

頼之への反発と、莫大な権益の保有を認められた正儀へ

の反感 

・管領細川頼之の辞任騒動 

正儀が幕府に寝返ったことで南朝の軍事力は一層低下 

・晩年の正儀／不遇 

康暦の政変で頼之、失脚。正儀、再び南朝に転じる。直

後、河内で山名氏清に大敗。以後、赤坂城に逼塞させられ

てしまい、楠氏が歴史の表舞台に登場することはなくなる。 

＜南朝天皇の兄弟げんか～後亀山天皇対長慶上皇＞ 

・南朝の衰退 

1380年代、全国の南朝勢力は完全に逼塞し、南北朝内乱

は事実上終了していた。 

唯一強大な力を保持した征西将軍宮懐良親王も築後の山

奥で死去、南朝は窮地に。 

・和平派後亀山天皇の即位 

全国的な南朝勢力の退潮の中、南朝内部で主戦派が後退

し、和平派が台頭した証。 

・南北朝合一 

明徳の乱で失脚した山名氏の所領、和泉・紀伊（南朝の

本拠地大和と接する地）を与えられた大内義弘の主導で和

平交渉は進展し、明徳3年1392、南北朝講和。 

後亀山の帰京にも長慶は同行していない。いつどこで崩

御したのかも不明。 

九度山町公式ホームページ 

同町のホームページには、玉川の長慶天皇陵についてほ

とんど触れておらず、町史跡指定7号として、以下の3所

を示すのみである。 

① 南朝玉川宮伝承地 長慶天皇御陵墓参考地 

② 南朝玉川宮伝承地 観阿弥尼公墓所 

③ 南朝玉川宮伝承地 玉川宮明野庵跡 

● 長慶天皇陵伝説箇所、全国に73カ所も ● 

昭和10年、長慶天皇陵に関する臨時陵墓調査委員会が設

置され、調査が行われたが、長慶天皇陵伝説箇所は実に全

国73か所に及んだとの記録を発見。北は北海道から南は福

岡県まであり、この内、現地調査対象箇所12カ所が選ばれ、

5年7カ月をかけて、現地調査・審議にもかかわらず、確

定には至らなかったとある。 

そして、最も有力な候補地として、嵯峨の慶寿院跡を挙

げ、現下において長慶天皇陵を決定するのであれば、同地

に定めるのが妥当と答申した、とある。 

（文責『四條畷楠正行の会』代表 扇谷昭） 


